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究である｡ ４名の対象者に２回ずつインタビューを実施した結果､ 要介護者側の思いの因子には､ 介護者・
要介護者それぞれが相手に対して思いやりを抱く 『相互ケア』 として､ 『感謝の気持ちがある』 『一緒に生活
していきたい』 『配偶者への気遣い』 『頑張っている』 の４因子が､ また具体的な介護に関連した行為である
『協働したケア』 の因子には､ 『頑張っている』 『我慢している』 の２因子が抽出された｡ これらの因子は長年
の夫婦関係を基盤とした双方を思いやる 『相互ケア』 があると､ 要介護高齢者の行為は 『協働したケア』 に
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１. 文献検討
我々は､ 在宅療養の継続に影響を及ぼす要







































































































































































































































































































































































たケア』 が 『相互ケア』 をもたらすと述べら
れていたが､ 本研究により､ 夫婦のみの高齢
者世帯の【相互作用】においては､ 『相互ケ
ア』 が基盤となって 『協働したケア』 が生じ
ることが改めて明らかになった｡

















































とや､ 両者の 『相互ケア』 を促進する関わり
をすることが重要なのではないかと考える｡
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